



























例 l、2の 思うと は、豆、与i日f却を去す本Ei)J討 思う lの条件形マあ
1)、例 lでは、 般的な仮;七条件を1，し、{埼2でl之、個別的な既定条件
文の出来事の成立を促すきっかiJ)を去している勺一方、初ti3、 tの 思
うと J t本動詞性がなくなサてし、る れている人この遠いは、例 I、
10 
2の場合には(多少意味が異なってくるがi、l思うと Jは l思ったとえこん J
に行いかえることカ=できるのに対して、 4H珂1、4の場合には、 「同へんぺ泊 Ji'-..
どたん J!:，土言えず、 いった正だんー ふりあげたとたん J1:言いかえら
れるようになる点から分かるc こご 1J'ら、 「と思うと」全体で桜島b助語化
していると考えられるのである、











3〆) 「あら、あら t とし aったと忠与と、パスl主主りぬけたc
" <t"っとかと思うと〉














































・「 るかとおもうとJ C たとおもうと」の形で、 Jつの対比的な
ことがらがほとんど同時につづいて起こることを表す。

















第 I に、4:~方読の条れ形であるので、「思うと」 思っているI::c 思わ




わなし hとJ2げられないI l毎IiJ¥i'筒臼70t11臼 中')1刊スポーツ面〉
7 i少しでもお役にすてれば幸いて?すハ不安な!tlv￥で1品、二されていると
皐己主之主、とても絢が痛みますG ('rlJd::l新開041102・税TIJ総合五日
第 2こ、 jt苔内容を去す11lコ節lこは、 lした l するしている J1--'-だ
ろう ~のだ 「しなければならなし勺 rIない」 なテンス、ア
スベクト、モダリティー、 f石.itf:(1)述誌が税れうる勺また、例1、1;)のよう
に、形7千五司や名前述誌も IJ徒である i当該部分に支みまを絡す}"





















のkうな形Jえはあけえず、 }tl 弓と l だけ lニ扇形が同定される〔本初~~IÛ の
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22)Iこんな7を慌から開いてるベットショッブ治宝あるかJ:J /'，庁 1~ミから l工
、化沢の戸が被さってき
(凍える号一〉>. 1.:' :; 
例1目、 20の「思号と はHt詞であり、例21、22でl土、 r~.かと思うと J
全体が持続助珂fむしているυ
木政市jの湯 {t:二;土、 i皮~:Jr! -Cj;~ したように、思与内容を去す引 lじ節 l正、疑
iβ 
同文 (1あんなやさしい子がとう Lてそんなことをしたのか あんたがど
んな気持ちでいるか yである J
あるいは、 ~7\のとうに、引m主iI土、自主 Lf.u)予想 るかその後も
この尚子でit.tむかJ Cヰ協な家庭が始まるかJ) 伊奈し、 それに反する民苅
が主主ご促:rJ、される簿j去になる、後述するように、本動員2jにおけるこのよ
うな I話し二子び)予想に反する出米，~トの展開 J という尽法:立、「宮、うと lが
J十L劾 ~IÛ七!を 1:; つでも保持されてし a くのではないかと刀、われる，"ftLo場





















二一世に会するの。十会Lいほどよくじきた防止!南i: (1: ，1~í，います l
けな日新開990611 ‘タ i リュ~Ujgr可íJ


















と思うと l シ かと思うこ lの百いかえが可能になるロ
18 
2つの，'1'，米'li升jの時間間隔J:AL:土、従属支の述;Eが した l であって、
のない車問起't!1をよーす場合であっとが、;欠のよ与に、従属文の述消が弱者続桔
過去~きの「し ζ いた し亡しミる lである場合には、 r-__，__治、左目、うど lを「一
この場合、法線で示したように対比約なには弓 v、かえにくし」と思うと一





























??、〉」ー? ?????? ??? ??? ??っ?
(1it u 新聞古10915 タ;'IJ総合同)
jよj、上の例を考祭寸ると、{差出丈が主主す iT来事の継続'i"Eが突然断ち切られ
それに対 )'iする岩外な出来事が成立するといった主体的効果があるとて、
思考動 ~~J(j)長"↓1陪「思うし l に叫する ず出-:.'-" 19 
思われる「従属文が衣している出米当l土、例どのような本部J討のj晶子?と
よ宅って、訴し子の予:切ではなく、現実の/i来事であるが、 ，-~外な!I'，.*;P:の






が設、にとまって J民をしなかったり Lた 例22jIfJ号
5舗 「した (か) と思うとJ と「したとたんJの比較対照
本政刊の湯合 ζ接~WèJjJJ羽化した，t合的違いをノj、す指標として、 l とたん l
を従ってきたが、当然、 した(か) と思うと ル」 したとたん はいjヒ
志時ではない両呂志ミヨいかえられやすしJ勢合とそうマはないマ非合詰ミある J
言しゅミえやすいのは、 kh研究でも指抗されていむように、話し手 i小
説のえhの丈で l土、作 ~-fJ 人物あるい C;íロ~p) 子)が主目覚しと只体的なfH米1fを
teす場合であるr
芯'1) I ク 4 ピ )I~ (j)波か'-~-ふ必Lよ忍之よと、 J;t~(j)磁のような大魚が姿を見せ
士l (mH新閉山l002• $G:FIJ総合ITti)
b 丈立ったとたん〉


















主体が3人称であっても、 FLいH¥すJ I気づく 4 じる」の4うに
内的決動を去す動詞で、話し手が主目覚できなし.j詰介。






L 、継起 I'~ を Jとすと考えられる c キ;動認である「忠与と J は思考活動をぷす







C~ と思うと J C ~かと思うと」をとりあげ、まず、木動詞の場介と接続




























今後(士、文科、;rも若厳しつつ、 、ど思えU:'-， I -~.!:思ったら J について
考祭を進的ていきたいぺあわせて、なぜ C~ と思うならJC~ と恩りたなら」
の場合には、この。五ろなJj↓象が竺じないかについても、 1 夕、し h~，ーョ J 
〉主





・リゾ]， :;.報告書よねらみんなの耳目式集めと l 弔ノ井パヲノ~-}事件 Jが起
ると思うと、 ;'1木1"，¥Jミ火〆とを起L、〆品、 Hこ舵較した将はそこに釘われてい
たライオンの時Lぇ狂う戸にいっそうnをつぶしつつ、飛来し た佐'十般から
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屯Descrip1ive孔nalysisof aじondHionalForm of Thinking Verb“οmou-bο" 
JaePhil HA 
“omou-to"， which is a conditional form of thinking verb，“omou"， has 
two usages. One is to use as a main verb and another is to use as a 
conjunctive partic1e 
In凶 seof usin耳asa main verb， the verb“omou" itself can inf1ect 
and the predicate in the quotation c1ause attached to it凶 nhave gramma-
tical forms according to tense， aspect， mood， polarity， and modality 
However， once it comes to use as a conjunctive partic1e，“to-omou-to"， or 
“ka-to-omou-toぺ“omou"does not inf1ect and there are also constraints on 
廿lepredicate in the subordinate c1ause where they attached to 
On the usage of the conjunctive particle， there are two main prop 
erties according to the form of the subordinate clause. When the form is 
“shita"(perfective past form) ， the event represented by the clause with 
“to-omou-to" or“ka-to-omou-to" is sequential vvith the event represented 
by the folovYwg c1ause. Meanwhile， when the form is“siteita" or“siteiru" 
(progressive past form)， the events are contrastive， and the form of 
conjunctive particle can be only “ka-to-omou-to". Howe、Ter，both keep its 
original lexical meaning though it has bleached to some extent， and both 
present relation between events through the subjectivity 
キーワード.思考動討の条件形，本動詞，接続助刻化，話し手。)1'.制
